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米　家　志乃布
はじめに
　近世日本において、蝦夷地や東北諸藩からなる＜北方＞地域はどのように
イメージされていたのだろうか。本稿では、江戸時代に出版された代表的な
絵地図における当該地域の表象をたどり、江戸時代の人びとがそれらの絵地
図を通して思い描いていたであろう＜北方＞のイメージ、つまり彼らの日本
＜北方＞へ向けられたまなざし、について論じることを目的とする。
　研究方法について述べる。近世に限らず、いつの時代においても、人びと
がある特定の地域に対してどのようなイメージをもっていたのか、という問
いは、地理学を専門とする筆者にとって重要な研究テーマである。現代にお
いてその問いを論じるためには、たとえば誰かに目の前で地図や絵などを手
書きしてもらったり、文章を書いてもらったりすることにより、その人がど
のような地域イメージを頭の中にもっているのか、を推測することはできる
だろう。しかし、過去の時代に生きた人びとにそのような作業はしてもらえ
ない。そこで、その時代に作製され、出版された絵地図のなかに描かれたあ
る地域のかたちや表現のあり方を分析することから、当時の人々がもつ地域
イメージを推測する。このように、絵地図に描かれ表現された図像は、本テー
マを明らかにするうえで、重要な史料になると考えられよう。
　本稿では、まずは近世以前の主要な日本図として紹介されることの多い「行
基式日本図」に描かれた＜北方＞の特徴をおさえ、それが近世になってからど
のように変容していったのか、主に刊行日本図を中心に辿る。つぎに刊行日
本図のような一枚物の大判の日本図だけでなく、「分国図帖」といわれる地方
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―「みちのく」から「蝦夷地」へ
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図を中心に編集されたアトラスにおける＜北方＞の特徴についても検討する。
最後に幕末に流行した蝦夷図ブームの牽引役でもあった橋本玉蘭斎（五雲亭
貞秀）の描いた地図に描かれた＜北方＞の特徴をおさえ、主に近世日本の刊
行図や地図帖に描かれた＜北方＞の姿から、江戸時代の庶民がもっていたで
あろう＜北方＞へのまなざし、について考察していく。
Ⅰ　行基式日本図と＜北方＞
　「行基式日本図」と言われる古い日本図がある。これは、奈良時代の高僧で
ある行基（668 ～ 749）によって描かれたと伝承され、主に中世から近世にか
けて作製された日本図のことである。従来から、日本図の例として数多くの
文献で紹介されてきた図である。
（1）嘉元 3 年（1305）日本図（仁和寺所蔵）（図 1、地図は巻末に一括して掲載）
　行基式日本図の最も古いタイプが本図である。この図は、図中に「行基菩薩
御作」と記された、作製年代の判明する最古の行基式日本図とされる。ただし、
残念なことに西日本の一部が欠けている。一方、東日本の欠ける行基式日本
図として金沢文庫所蔵図がある。最近になって、東西日本の全体が残る最古
の行基式日本図として、「日本扶桑国之図」（14 世紀半ば）と題する日本図が、
広島県立歴史博物館の守屋壽コレクションのなかから発見された。
　図 1 の北方部分を見ると、「陸奥（ムツノクニ）」「出羽（デハ）」「シラカワ
ノセキ」と記されている。前述の守屋コレクションの図にも「陸奥」「出羽」
などが書き込まれているが、本図の書き込みの特徴として、「陸奥（ムツノク
ニ）」とカタカナで読み方が明確に記されている事が興味深い。『古事類苑』地
部十九によれば、「陸奥国ハ、ムツノクニト云ヒ、奮クハ、ミチノオクノクニ
ト云ヘリ」とあり、「陸奥国」は、「みちのおく（のくに）」から「むつ（のくに）」
と読み方が変化したことがわかる。この日本図には、後述（2）～（4）のよう
な「夷地」という記載はない。古いタイプの行基式日本図には、陸奥国に蝦夷（エ
ビスまたはエミシ）の地があるという表現はなされていなかったことが窺える。
（2）16 世紀中頃「南瞻部洲大日本国正統図」（唐招提寺所蔵）（図 2）
　本図は、16 世紀中頃に写されたと推定される行基式日本図であり、本州の
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北端には、「秋田城」「陸奥」「鎮主府」、東側に「宇曾利」「夷地」、西側に「出羽」
と漢字で書き込まれている。また、陸奥から房総半島にかけての海上には「松
嶋」「東夷東島」「伊々島」と 3 つの島が描かれており、本図だけでなく、他の
日本図にもこれらの島々は見られる。（1）図 1 の日本図に比べると、本州北端
に書き込まれた地名は増えており、「夷地」が明確に記述されていることに特
徴がある。
（3）1402 年「混一疆理歴代国都之図」（龍谷大学所蔵）（図 3）
　海外に伝わった行基式日本図の一つとして有名なものが本図である。明の朝
廷に仕えた金士衡が中国の地図に日本と朝鮮を書き加えたものであり、日本
は南北へ 90 度回転したかたちで描かれている。その本州の北端部分を見ると、
「津軽大里」「陸奥」「鎮守府」「夷地」と書き込まれている。
（4）1471 年　申叔舟『海東諸国紀』所載「日本図」（図 4）
　本図も、海外に伝わった行基式日本図として、よく紹介される図である。こ
こでの注目点は、「夷島」がはっきりと島として描かれていることである。そ
の他、本州の北端には「津軽大里」「夷地」「鎮守府」「陸奥」「白河関」など、
他の行基式日本図と同様の地名記載もある。
Ⅱ　近世の刊行日本図と＜北方＞
　近世日本は、日本の地図の歴史を見ても、出版技術の発展により、多種多
彩な木版による刊行図が隆盛した時代であると言われる。
（1）慶長 12 年（1607）『拾芥抄』所載「大日本国図」（図 5）
　日本で最初の刊行図といわれるのが本図である。地図の図像をみると、行
基式日本図の系譜といえる。この図での北方部分での地名も「津軽大里」「出
羽」「陸奥」「夷地」とあり、依然として、中世からの行基式日本図のなかにあっ
た本州北端の地名記載の特徴であることがわかる。
（2）寛永年間（1624 ～ 44）「南瞻部洲大日本国正統図」（図 6）
　最古の一枚刷りの日本図とされるのが本図である。この日本図は南が上と
して描かれており、これも典型的な行基式日本図のかたちをしている。本州
の東の端「夷地」と書き込まれ、「宇曽利」「秋田城」「鎮守府」「陸奥」とあり、
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これも従来の本州北端の地名記載と同様である。
（3）寛文 5 年（1665）「扶桑国之図」（図 7）
　刊行された日本図のなかでは、「行基式日本図の型から脱却したもの」とし
て位置づけられている。本州の北端には、従来の行基式日本図に書き込まれて
いた地名ではなく、「なんぶ」「さたけ」と書き込まれ、その隣には城郭の画像
があり、東北諸藩の情報が示されている。本州の対岸に、細長い大陸の沿岸が
あり、そこには「まつまへ」「てしおふろ」「めなしふろ」さらに「えぞのちしま」
とある。
（4）元禄 4 年（1691）「日本海山潮陸図」（図 8）
　いわゆる「流宣日本図」といわれ、江戸時代を代表する刊行日本図のベスト
セラーのひとつである。浮世絵師の石川流宣による。日本図としては、前述の
扶桑国之図に比べるとかなりかたちが整ってきている。現在の北海道部分に
相当するところには、「夷狄」「松前」といった記述が見られる。現在の東北部分、
本州の東端には「陸奥」「出羽」などの国名もある。しかし、全国的に見ると、
各藩の藩主や石高の記載が充実しており、武鑑的な要素が強い。
（5）安永 8 年（1779）「改正日本與地路程全図」（図 9）
　前述の流宣日本図が江戸時代前半のベストセラー刊行日本図とすれば、本
図は後期の赤水日本図といわれ、幕末まで繰り返し模写され出版され続けた
江戸時代後半のベストセラー日本図といえる。地誌情報の詳細な記述が特徴
であり、地名・山名・陸路・海路などが書き込まれている。従来の刊行日本
図とは異なり、科学的な志向で作製されたため、全体に「経緯線」が施され、「日
本」のかたちも北方に立ち上がって見えることも特徴的である。
　しかし、本州北端の津軽半島および下北半島までは詳細な地名表記がなされ
ているものの、現在の北海道部分になると、渡島半島の南端の海岸線が不正
確に記述され、「松前」城下のみ明確に赤い四角の凡例で示されるのみである。
Ⅲ　分国図帖の系譜と＜北方＞
　ヨーロッパの地図史を振り返ると、アトラス（地図帳）の形式をもったもの
が多く、これは現代にも引き継がれている。一方、日本の地図史では、どちら
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かというと「折図」が一般的であった。そのなかで、あまり知られてはいないが、
「分国図帖」（アトラス・地図帳）の形式をもったものも存在した。また、分国
図帖そのものではないが、「人国記」と呼ばれる、現代でいうところの県民性
本もあり、それらは人気を博して版を重ねた。
（1）作者不明「旧本　人国記」元禄13年（1700）関祖衡「新本　人国記」（図 10）
　地図帳作成を本来の目的とはしていないものの、各国地図を掲載し、各国
の地誌を著者の考えも踏まえて記述したものである。陸奥国図や出羽国図は
数枚にわたり掲載され、いずれも簡易な図である。陸路や海路は省き、主要
な地名のみ記載されている。
　陸奥の項目を見ると、「当国の風俗は、日本の辺鄙なる故に、人の気ゆき詰
まりて、気質のかたよりするどなること、万丈の岩壁を見るが如し」とあり、
辺境であることがまず語られている。「当国大国なる故、所々の異なる風土あ
り」と広い領域を有していること、「古昔は奥の夷とて、人倫にも通ぜず、禽
獣のごとき風なりしに、中古上国の人、君長となり、政治を施す力により、そ
の風に化せられ、自から人間の道をも知れるにや」ともともとは「夷」の地
であったが、大和政権によって「文明化」されたことが記されている。
（2）「大日本性気録　完」（有造館刊行）（図 11）
　「新刊　人国記」の地誌部分の記述と同様であるが、山城国図以外は各国の
地図掲載はない。しかし、巻頭に日本形成の地図が 4 枚あり、これが非常に
興味深い。まずタイトルには「日本往古の図」とあり、一枚目の地図には、「神
武即位二年　珍彦ヲ大倭（ヤマト）ノ国造トス」とある。本州の北端を見ると、
「道奥（ミチノオク）ノ地」とあり、その北側に「夷」とある。
　二枚目の地図には、「東奥ノ夷地（イチ）武内大臣ノ言ニ日高見ノ国トアリ
シハ沃野ト云意（ココロ）ニテ廣キ良田アル地ヲイフ也」とあり、大和政権か
ら見た辺境である「日高見国」が本州北端の「夷地」を指す事が述べられている。
地図を見ると、越後と陸奥の奥に「蝦夷」があり、現在の北海道の南端らし
き土地が描かれている。
　三枚目の地図では、「陸奥」には「陸奥ノ蝦夷」、「越後」には「越後ノ蝦夷」
とあり、本州の北側にはっきりと現在の北海道南端である渡島半島が描かれ、
そこには「渡島ノ蝦夷」と書き込まれている。
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　最後の四枚目には、「出羽」「陸奥」と国名があり、本州北端には「陸奥ノ蝦
夷」、北海道南端には「渡島蝦夷」と記され、さらに「韃靼ハシミセ」も海上
に書き込まれ、大陸との交流も窺わせる記述となっている。
（3）寛文 6 年（1666）「日本分形図」（図 12）
　日本における現存最古の地図帳とされ、一国もしくは数カ国を同一縮尺で一
図とする。元の情報は、幕府撰慶長日本総図とされる。各国の石高や地誌情報
が盛り込まれ、コンパクトなサイズで携帯にも便利である。日本の本州部分は、
出羽と奥州として描かれている。現在の北海道部分はない。
Ⅳ　幕末の刊行図と＜北方＞
  
　幕末には、刊行蝦夷図のブームが到来し、「蝦夷地」の情報が詳細となった。
刊行日本図にも「蝦夷地」が付け加えられるようになる。また、開港によって
ヨーロッパの文化が流入したことにより、都市の鳥瞰図なども普及する。たと
えば、横浜などでは、浮世絵師の五雲亭貞秀による鳥瞰図や一覧図などが描
かれ、風景画のような地図類が出現した。彼は地図作家としては「橋本玉蘭
斎」という名で知られ、鳥瞰図だけではなく、様々な世界図・日本図・道中図・
国絵図・地域図（都市図）を描いたことで知られる。
（1）嘉永 7 年（1854）藤田良「蝦夷闔境輿地全図」（図 13）
　幕末に刊行された「実測図ではない民間系の北方図」の代表例、地図の作
者は橋本玉蘭斎である。湾や山の表現などの誇張、海路の距離が記され、陸
路に沿って宿場名がある。「正確な」地図ではないものの、民間図として蝦夷
地が明確に独立して描かれたもののひとつであり、沿岸上の航路とともに詳
細な地域情報が付されていることに特色がある。主要な地名ハ赤付箋で示す。
国名ではなく、「南部」「津軽」と藩名を記述し、北海道部分には「蝦夷」と記
述されている。
（2）幕末頃　橋本玉蘭斎「陸奥出羽国郡行程全図」（図 14）
　主要な地名は赤付箋で示され、橋本玉蘭斎の一覧図や前述（1）と同様の形
式である。陸路と海路を詳細に記載し、国別に色分けする。地図の描き方はⅢ
で挙げた「分国図帖」の系譜である。この図に描かれた東北地方は、もはや「蝦
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夷」はなく、詳細な地域情報が書き込まれた「陸奥」「出羽」の地図として庶
民に流布していたことがわかる。幕末の橋本玉蘭斎の描いた刊行図において
は、蝦夷図だけでなく、陸奥出羽図といった東北図も、従来の行基式日本図や
刊行日本図とは一線を画した、近代地図への過渡期としての地図に変貌した。
ここに、民間地図史の「幕末」を見ることができよう。
おわりに
　Ⅰ～Ⅳの地図にみる＜北方＞の描き方、地名の記載の仕方などをまとめる。
当初は、本州の北端は「道奥（みちのおく）」とされた。それが「陸奥」とな
り、「出羽」も含めて大和政権の支配を象徴する国名が付される。その一角に
「夷地（いち）」といわれる「蝦夷」の土地が認識されていく。さらに、「陸奥」
「出羽」にのみ描かれた「蝦夷」の土地は、本州ではなく、北端の島のなかに
描かれていくようになる。これが「渡島蝦夷」であり、その後の蝦夷地とな
る土地である。このように、「中央」である大和国家から「辺境」としての東北・
蝦夷へのまなざしが常に日本図には反映されていた。
　近世日本においても、この描かれ方は継承されていく。近世の刊行日本図の
代表である流宣日本図では、道中図的な要素や（国名ではない）武鑑的な要
素も盛り込まれ、眺める地図としての楽しさも付されてきたが、それでも上
記のような辺境へのまなざしは消えなかった。これは赤水日本図のような科
学的な地図作製の影響を受けた地図においても同様であった。また、地図帳
そのものではないが、「人国記」とよばれる地誌書に掲載された地図類にも大
和から辺境をながめる視点がみられた。つまり、これらの地図表現を見る限り、
近世を通して、古い＜北方＞イメージは残存し続けたといえる。
　このような北方の地域イメージの特徴に変化が現れるのは幕末になってか
らである。開港以降、ヨーロッパ諸国との交流に伴って、鳥瞰図や一覧図、近
代的な地図の画像である地図文化が流入するとともに、ロシアの脅威にさら
された蝦夷地の情報把握の必要性が叫ばれた時代でもあった。日本の地図に
おける＜北方＞イメージは、民間地図史の幕末を迎えることによって、近代
への過渡期を経験することとなったのである。
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<ABSTRACT>
Representations of the Northern Regions in Maps 
Published in the Edo Period
 ― from Michinoku to Ezochi
KOMEIE  Shinobu
What was the image of the Tohoku district and Ezochi in early modern 
Japan? This paper discusses the images people of the Edo period had 
concerning the northern regions through maps by tracing images of this 
region in representative maps published during this time. 
First, the paper examines the characteristics of the northern region in 
the Gyoukizu, (the main map of Japan up to the early modern period) and 
then traces how these characteristics later changed with a focus on published 
maps. Next, the characteristics of this region as described in the Bunkokuzucho 
(an Edo period regional atlas) are examined. Lastly, the paper examines the 
features of the northern area in maps of Ezo that were common at the end of 
the Tokugawa Shogunate by discussing the views of commoners toward this 
region in the Edo period. 
The views of the nation-state of Yamato, which was in the centre, 
towards the Tohoku district and Ezochi on the frontier were regularly reflected 
in maps of Japan and old regional maps. These old images of the northern 
region continued via descriptions handed down through to early modern 
Japan. At the end of the Tokugawa period, threats from Russia necessitated a 
more detailed understanding of Ezochi, gradually resulting in a more accurate 
image of the northern area. To know the history of civilian maps in Japan is to 
experience the transition to modernity. 
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